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小谷野　俊　夫
はじめに
　本警は，幕末開港（ユ859年）から現在にいたる！40年間にわが因に進出した外国銀行
の興亡とわが国の経済・金融に与えた影響を研究した歴史書である。薯者はこれまでに
『征日外国銀行史一幕末開港カ）ら条約改正まで』（日本経済評論杜，ユ987年）と『在日
銀行百年史一ユ900～2000年』（同社，2CO1年）の2書を公刊している。本書はこれらを
統合して幕末から近年にいたる在日外銀の動きを」冊で体系的に捉えられるように書き
改めた普及版である。著者はかつて日本銀行勤務から米銀東京支店の経営幹部に転じ，
そのことが本研究に取り組む契機となった。その後学界に転じ、87年刊行の著作により
経済学博±号を取得した。さらに本研究をライフ・ワークとして継続し本書の完成をみ
たものである。
I　本書の概要
　本書は本文3編ユ3章から構成されている。第！編19世紀後半一幕末開港［ユ859年コか
ら条約改正［！899年］までの40年間，第2編20世組前半一条絢改正から講和条約［！952
年］までの約50年間，第3編20世紀後半一講和条約以降現在にいたる約50年間，であ
る。編ごとに概要を紹介しよう。
　第／編：！9世紀後半一幕末闘港から条約改正まで一
　往目外銀のわが国への進串は明治維新前の！863年3月にセントラル・バンク■オブ・
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ウェスタン・インディアが横浜支店を開設したのが第一号であり，わが国が近代的な銀
行を設立する！0年前のことであった。この期間に日本に進出した銀行はユ3行21支店で
あった。閉鎖・撤退は9行13支店であり，ユ899年時点の所在外銀は4行8支店である。
当時は在日外銀の数は少なかったものの，わが国に与えたインパクトは大きかった。
　幕末維新期に日本へ進出した外銀は外為業務を中心とするいわゆる為替銀行であり，
外為業務は外銀に独占されていた竈また，開港場における洋銀（主にメキシコ銀貨）決
済の不便を補うために，外銀は洋銀券（党換洋銀券；現金通貨）を発行したのみなら
ず，当座預金の取扱いにより預金通貨を供給した。外銀による洋銀券の発行はわが国の
通貨主権を侵すものとして当局はその排除策を講じている。それは横浜為替会社（後に
第二国立銀行に改組）に淳銀券を発行きせるとともに，外銀が発行する洋銀券を禁止す
る政策であづた。横浜，神戸ではある程度の効果を上げたが，貿易取引上，外銀洋銀券
は必要であったので，完全な成果を挙げるにいたらなかった。
　貸付業務についてみると，幕府や新政府の財政基盤が弱く，また，わが国経済の資本
蓄積も乏しかった時代に外銀はわが国政府や企業に外貨貸付を行い，わが国経済の近代
化に大きく貢献した。
　また，維新政府が貨幣を鋳造するに際して，造幣機械の買付け，造幣寮の建設・運営
には英系植民地銀行の東洋銀行の協力が必要であった。また，東洋銀行は鉄道建設のた
めの外債発行も引受けている。なお，東洋銀行は1884年にそれまでの世界的な銀価暴落
と有力取引先の倒産，シンガポールでの不良貸出による巨額損失などが原因で倒産して
しまう。
　ところで，外銀の独壇場であった対外取引に進出すべく横浜正金銀行が設立されたの
は1880年である。すなわち外銀の対日進出後，ほぽ20年後のことであった。同行は設立
後ほほ20年後に全外国為替取引のほぼ半分を占めるまでになづた。こうして，第2編の
始まり20世紀を迎えたのである。
　第2編：20世紀前半期一新通商条約改正から平和条約まで一
　明治後期（1899一工9ユ2）。明治末年に対日進出外銀は6行12支店で総資産は本邦銀行
比3％弱であったが，外為取扱高ではわが国貿易額の54％と横浜正金銀行の45％を上
回づていた。外銀支店は横浜、神戸等貿易港に立地されていた。
　大正期（1912～1926）。期末に9行20支店と第二次大戦前では最盛期に近い数に達し
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た。第1次大戦で敵国となったドイツ系銀行が大蔵大臣に営業を停止された。ロシア革
命の余波を受け露亜銀行が解散にいたった。関東大震災後，外銀は支店を横浜から神戸
に移し支店数では・神戸が横浜を上回った。
　昭和戦前期（1927～ユ945）。關戦とともに「連合国」の銀行が営業を閉鎖した。
　占領期（1945～ユ952）。この期については，銀行だけでなく，貿易，援助，賠償等日
本の対外経済一般を解説している。46年以降，連合国最高司令官のライセンスにより外
銀の支店開設および新規進出が認められた。50年以降はわが国政府により支店の進出・
増設が認められた。52年に外銀はユ2行32支店となった。支店所在地で東京が初めて単独
トップとなった。なお，49年に「外為法」が施行され外国為替銀行制度が採用された。
　第3編：20世紀後半期一平和条約からバブル崩壊まで一
　平和条約発効後（1952～ユ980）。外録の対日進出に対してわが国政府は，「原則認めな
い」から，「相亙主義」を経て，日本の経済発展や資本自由化を契機に免許発給を弾力
化した。8C年末の在日外銀は64行85支店。業務はインパクト・ローンを中心とする貸出
業務が主となるが，貸出は80年に全国銀行シェアで3％にとどまった。
　金融自由化時代（198卜2000年）。84年の「日米円ドル委員会」等の結果，外銀によ
る信託業務や証券業務への参入，円建てBA，CP市場やオフショア市場，金融先物取
引所の創設，またユー口円市場の規制緩和等がなされた。一方，85年のプラザ含意後の
円高不況に対する金融超緩和策を主因として80年代後半にバブル現象を招来した。90年
代はバブルの崩壊により不況が長期化し，金融機関の不良債権が膨らみ，経営破綻が頻
発した。90年代後半金融ビッグバンが実施された。破綻した大手金融機関のなかで外国
資本に買収された事例が発生した。この20年聞に，多数の新規進出があった反面，撤退
も多い。結局，わが国に進出した外国銀行は，1995年末がピークで94行ユ46支店に達し
た。その後，わが国経済の長期低迷による経営環境の悪化から撤退が相次いだことや，
進出銀行本体の統合もあり，2003年7月現在では73行1ユ！支店に滅少している。
　なお，第3編には，わが国に特に強い影響を与えた幾つかの在日外銀の経営を紹介す
る章と140年を総括する章を含んでいる。前者では，東洋銀行，シテイバンク，チェー
ス・マンハッタン，パンク・オブ・アメリカ，BCCI，クレデイ・スイスをとりあげて
いる。東洋銀行については，維新後，新政府がわが国の近代化を進める為，新貨鋳造，
鉄道建設，外債発行などさまざまな面で同行に協力を求めたが、同行はこれによく応え
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たことを述べている。シティバンクの対日進出は100年前に遡るが，同行は積極的な経
営戦烙を展関することで知られている。在日外銀としては最多の25支店を擁し，プライ
ベート・バンキングに注力している。わが国の手形交換所に外銀として最初に直接加盟
し，また，わが国金融機関とCD・ATMネヅトワーク接続をしたのみならず，郵便局
との相互送金を行うなどしている竈また，本邦所在金融機関として初めて口座維持手数
料を課すなど先駆的な試みをしている。
　在日外銀の！40年間については，①幕末期に近代的な銀行のパイオニア的役割を果た
した、②幕末・維新期および戦後占領期において対外決済機能を担った、③第2次大戦
後，インパクト・ローン等外貨資金供給面で貢献した，④1980年代以降，わが国の市場
を開放するよう圧力を強めたが、それは金融の自由化・国際化につながった、等の評価
をしている。
π　問題提起
　本書を読んだ感想のうち主なものをあげよう。
（1〕本書は箸者の2つの研究書を統合して普及版としたものであるが，前2書の佳格を
　色濃三く残している。つまり，時代区分に応じて、どの銀行がいつ日本に進出したかを
　細かくトレースしている。そのことは前2書のような研究書としては必要不可欠であ
　ろうが、本書を普及版とするならば，大枠は踏まえながらも，特色ある外銀によりス
　ペースを割くなど記述面で別の工夫があってもよかったのではないだろうか。
（2〕第3編第11章は80年から2000年を対象としているが。時代の区切を工夫する必要が
　あったかと思う。この期には，80年代央の日米円ドル委員会を中心とする外圧による
　規制緩和・新市場創設を挺子とした外銀の進出と90隼代のバブル崩壊後の撤退，さら
　にぱビッグバンや邦銀の倒産に伴う外資の進出など。多くの出来事が生じているから
　である。
（3）今日，大多数の在日外銀がどのような経菅戦略をとっているのか，についてより
　突っ込んだ分析があると良かったように思える。彼らの顧客は本国関違企業か，日本
　企業か，本邦金融機関との業務提携（手形交換委託導）ばどうか，など経営上知りた
　い事項を多数持っているのは評者だけではあるまい。そうしたデータの入手は極めて
　困難であろうし，在臼外銀のr歴史』を対象とした本書にこうした要望をするのは
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「ないものねだり」の感がしないでもないのだが，それらはやはり重要なポイントで
はないだろうか。
おわりに
　冒頭に述べたように，一冊で幕末から最近時までを鳥鰍できる通史が完成した意義は
大きい。本書は，多数の資料・統計に裏付けられた綿密な調査をべ一スに執筆されてお
り，金融史研究者のみならず，日本の近代史研究家にも貴重な貢献をしたといえよう。
評者はかつて著者の『在日外国銀行百年史』の書評を本誌（2002年6月号）に書いた。
そのなかで，「外銀が日本経済に与えた大きな影響，あるいは外銀が経営上わが国の金
融機関に参考になるような事項を，一般向けの著作としてまとめてもらいたい」と要望
した。そのことが，著者が本書を公刊する契機の一つとなっているとすれば評者の喜び
とするところである。
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